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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CLOCKとヘテロ二量体を形成する基本的なヘリックス-ループ-ヘリックスタンパク質です。このヘテロ二量体は、Period（PER1、PER2、PER3）およびCryptochrome（CRY1、CRY2）遺伝子の上流のEボックスエンハンサーエレメントに結合し、これらの遺伝子の転写を活性化します。PERおよびCRYタンパク質はヘテロ二量体を形成し、CLOCK/ARNTL複合体とのフィードバックループで相互作用することにより、自身の転写を抑制します。この遺伝子の欠陥は、不妊、糖新生および脂肪生成の問題、および睡眠パターンの変化に関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2014年7月]、代替製品：追加のアイソフォームが存在するようです、機能：ARNTL-CLOCKヘテロ二量体は、概日時計のいくつかのタンパク質のEボックスエレメント（3'-CACGTG-5'）転写を活性化します。この転写は、PER および CRY タンパク質によるフィードバック ループで阻害されます。,その他:PAS ドメイン内の CLOCK-ARNTL 二重変異により、PER1 の CLOCK-ARNTL 転写活性の抑制時に高レベルの CRY に対する相乗的な脱感作が起こり、概日リズムが乱れます。,PTM:CLOCK との二量体形成時に Lys-538 がアセチル化されます。アセチル化はCRY1を介した抑制を促進します。,PTM:CLOCKとの二量体形成時にリン酸化されます。,PTM:CLOCKとの二量体形成時にLys-259がSUMO化されます。,類似性:1つの基本ヘリックス-ループ-ヘリックス（bHLH）ドメインを含みます。,類似性:1つのPAC（PAS関連C末端）ドメインを含みます。,類似性:2つのPAS（PER-ARNT-SIM）ドメインを含みます。,サブユニット:概日時計発振器の構成要素であり、CRYタンパク質、CLOCKまたはNPAS2、ARNTLまたはARNTL2、CSNK1Dおよび/またはCSNK1E、TIMELESS、およびPERタンパク質が含まれます。効率的なDNA結合には、別のbHLHタンパク質との二量体形成が必要です。 CLOCKとのヘテロ二量体形成は、Eボックス依存性転写活性化、CLOCKの核移行および分解、そしてCLOCKとARNTLのリン酸化に必要である。PERおよびCRYタンパク質との相互作用には、核への移行が必要である。CLOCK-ARNTLヘテロ二量体とPERまたはCRYの相互作用は、転写活性化を阻害する。in vitroではHSP90およびAHRと相互作用するが、in vivoでは相互作用しない。,組織特異性：成体脳、骨格筋、心臓で高発現する。,
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	BMAL1（アセチル-Lys538）抗体を用いた293細胞溶解液のウエスタンブロット解析。
	

	アセチルBMAL1（K538）ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

